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令和元年度 総務省地域ICTクラブ地域実証事業

誰でも地域でSTEMが学べる「おきなわロボットと未来研究会」
成果発表

おきなわICTクラブ運営協議会



クラブ実績・概要

クラブ実績

地域ICTクラブ設置数 2か所（沖縄県宜野湾市）
(沖縄市海邦）

構成員数 児童(30名)宜野湾15名 沖縄市15名
メンター(22名)

児童向け講座回数・宜野湾市 小学1年～中学1年生 2回

・沖縄市 小学２年～高校３年生 ４回

・浦添市 課外活動 １回(２月15日）

メンター向け養成講座・沖縄市海邦 22名 5回
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おきなわICTクラブ運営協議会

一般社団法人
おきなわジュニア
科学クラブ
(代表団体）

・事業企画、講座運営等事務局業務、広報、
自治体や企業・地域団体との連携構築、
資材・教材調達、運営管理

埼玉大学
STEM教育
研究センター

・活動デザイン・カリキュラム作成
・講師派遣・教材の手配・貸し出し
・リーダー・メンター研修会の企画実施

学習支援ひろば
「くじら寺子屋」

・参加者の個性や特性に応じた目標設計
支援
・会場提供・周知・集客
・地域小学校、団体への協力依頼



クラブの目的・コンセプト

• 「子供の居場所」が有する空間的資源や人的資源、更に地域連携を活用することで、経済的
に困難な家庭、学校に馴染めない、特性を持つ児童が身近な場所で学びながら、キャリアパ
スの場を目指す。

• 先端的なSTEM教育研究成果× ICTの活用による遠隔教育を活用し、沖縄と本土の間にある
情報格差や教育機会の格差の要因となっている経済的・地理的バリアを解消する。

• 福祉・教育・市民協働の分野間連携、自治体・企業・市民の地域包括的連携により、サポー
ターとメンター(STEM)教育指導講師初級認定）を育成する。

誰もが地域の身近な場所でSTEMを学べる居場所作りを構築する
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メンター募集について

募集方法（メンター・ボランティアサポーター共通）

チラシ→2市各課へチラシ配布・市の公民館・図書館・ハローワーク・大学地域

連携室・地域づくり塾・障がい者就労支援施設・放課後児童教室・社協等に配布。

2市の工業高校・普通高校。（5校）

居場所から直接、地域民生委員や・PTA関係者に周知依頼。

2市 教育委員会校長会にて活動周知、計３９校チラシ配布

HP→協議会HP・fb・宜野湾市広報HP

参加対象 高校生～シニア。 （特別枠で小・中学生2名参加）

参加資格 初心者可。全講座を受講できる方。

参加決定方法
先着順に受け付け。

サポーター 年齢・資格要件なし。随時受付とした。
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講座・使用教材について

講座名：STEM教育指導講師養成研修会 （STEM教育指導者初級認定） 場所・沖縄市「くじら寺子屋」

全５回（1回あたり 1時間半×3コマ）
講座修了後は、本協議会が運営するクラブを始め、地域での講師活動で実践を積み、自ら地域ICTクラブを立

ち上げ、活動を多くの子どもたちに広げていく担い手の育成を目的としています。

講師：埼玉大学STEM教育研究センター代表 野村 泰朗 氏

講座内容 １・２回目 1０時～１６時 専門研修

オリエンテーション「ロボットとは？」
・基本研修(STEM教育の課題等、背景、理念）
・指導研修(STEM教育指導理論と実習）
・技術研修(ロボット機材を用い技術研修）

講座内容 ３・４回目 1０時～１６時 フォローアップ研修
・技術・指導研修に加えて1回目の振り返りと課題点の改善

講座内容 ５回目 1０時～１６時 振り返り研修
・技術・指導研修に加えて全体の振り返りと次年度に向けての
運営検討などの意見交換

指導研修は下記スライド(抜粋)にて行い、技術研修
に用いた教材は、児童向けと同じもので、ロボット
を製作した。

配布プリント：入力コマンド表・研究員の心構え
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児童募集について

募集方法
チラシ→2市各課へチラシ配布・市の公民館・図書館・ハローワーク・
大学地域連携室・地域づくり塾・障がい者就労支援施設・放課後児童教
室・社協等に配布

2市 教育委員会校長会にて活動周知、計３９校配布

HP→協議会HP・fbにて。
参加対象 小学生～中学生。 近隣地域を中心に先行して周知を行った。

参加資格
ロボット製作に関心が高く、講座全回参加できる児童。

参加決定方法
2市の学校、児童支援員、居場所からの紹介枠数をあらかじめ設け、先行し
て周知募集を行った。
その状況をみながら、HPからの一般申し込みを先着順に受け付けた。

但し、メンター募集に保護者が応募している方を優先的に決定した。
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講座・使用教材について

クラブ名：おきなわロボットと未来研究会 「宜野湾市野嵩一区自治会研究室」・沖縄市「くじら寺子屋研究室」

各研究会（1時間半×3コマ）×2回 テーマ：「生活に役立つサービスロボットを作ろう！」
目標：（飲み物を運ぶサービスロボット）を製作し、トレースをして、決められた場所へ運ぶ。

講師：メンターリーダー 山下大輔 氏 他5名のサブメンターで運営 サポーター12名（保護者除く）

・ロボットボディは安価なプラスチック段ボールで製作。
・ 自律型ロボットの製作を通して論知的思考力や、問題解決力を高める
ことを目的としているため、「教えない教室」をコンセプトとした。
・ロボットのボディ設計は、サンプルはなく自由に設計。

マイクロコントローラー
(STEM-Du)

児童作品例 ⇒

使用教材：埼玉大学STEM
教育研究センター開発のマ
イクロコントローラー
(STEM Du)で走行をプログ
ラミング。
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12月21日 くじら寺子屋にて、

2研究室 合同成果発表会

講座について 2

令和2年1月13日 くじら寺子屋にて

インド⇔沖縄 オンライン国際交流会

交流先：インド チェンナイ在

スリ サンカラ セカンダリースクール

双方の取り組んでいるロボットと、両国の文化、生活の様子、
などを通訳を交えながら、伝え合い交流を図った。

児童全員が製作したロボットについてのポスターセッ
ションと、走行デモンストレーションを行った。
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総務省アンケートより 回答２４名
講座の何が楽しかったですか？

プログラミングを最後までやり遂げ、自分だけの作品が完
成したこと

１４

作ったものを周りの人に説明したり見てもらったりするこ
と

１０

はい いいえ
あきらめずに自分なりに答えを考えられるよ
うになりましたか？

２１ ２

自分なりの工夫ができるようになりました
か？

２１ １

人前で意見が言えるようになりましたか？ １９ ３
今後受けてみたい講座 回答９
PC・スマホを使ったプログラミング(スクラッチ・ゲーム作り）７
別のロボットをつくりたい。２

講座は簡単だったか？

少し難しかった １７
難しかった ３
プログラミングをしてみてパソ
コンやアプリがどのように動く
のかわかるようになりました
か？

はい １６ いいえ ８

講座で困ったことはありま
したか？

少しあった
１４

たくさん
あった ５

何に困りましたか？

先生の使う言葉が難しかった ６
プログラミングがうまくできないことがあった １４

①「教えない」をコンセプトとして、自分で考える機会を多くしたが、そ
のことにより、自主性と自分なりの工夫ができる論理的思考が育まれ
たと考える。
② 特性を持つ児童６名も全活動をこなすことができた。児童の特性に
合わせたメンターやサポーターの寄り添い方を配置工夫することで、イ
ンクルーシブな地域の学びの場の構築が可能であることを実証でき、
自己肯定感の向上が見られた。

講座について 成果 課題

① 言葉の理解度、製作造作スキルを考慮し、低学年と高学年、特性に応

じたクラス分けを検討する必要がある。

② 多様な児童が一緒に学ぶ良さもあることから、共有できるイベント参

加や共通したコンテスト出場、児童リーダーによるアドバイスの場を設ける

などの機会を設定する。

② 一回の講座のコマ数を短くして、回数を増やし、もっとじっくりと集中し

て取り組めるようにスケジュールを検討する。

④ コンテンツに対するニーズを検討して、目標設定を明確にしていくこと
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次年度の計画
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自治体連携と公民館活用による計画

• 沖縄市こどもの居場所にて試験的にスタート。

・1月中旬から沖縄市「くじら寺子屋」において、毎週月
曜午後6時からスタートしている。
今年度のノウハウと従来の資源を活用し、児童がいつでも
来たいときにロボット製作とプログラミングが学べる環境
づくりを目指している。現在、専任メンターがボランティ
アでとり組んでいる。今後、もう一人地域からのメンター
と連携予定。
・また、多様な児童に対応するため、本年度の実証課題で
ある、クラス分けと、コンテンツの選定、スケジュールの
設定、メンターの配置調整を次年度までに詰めていく。
・今後、参加料の設定も検討している。
・メンター研修に参加した小学生が継続しており、リー
ダー育成にもつながっている。リーダーの活躍できるイベ
ント出展も次年度3回予定している。

本事業の目的である、「身近な居場所・公民館を活用し、多様な児童が何時でも
参加できるクラブ」の継続にむけて以下の活動・提案を進めている。

• メンターがうるま市石川にて、クラブの立ち上げ、
自主運営を検討中。

• 那覇市教育委員会生涯学習課 繁多川公民館にて自
主開催予定。メンター育成と派遣協力を行っていく。

・宜野湾市生活支援係の行うこどもの居場所を活用し
た個別学習支援に、メンター派遣を提案していく。
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添付資料



沖縄市：こどもの居場所
くじら寺子屋

宜野湾市 野嵩一区自
治会公民館

PC寄贈・インターンシップ協力企業協賛・協力
（株）サンコー
（株）沖縄電力

多様なキャリアパスの実現・インターンシップ・
国際交流・課外活動(科学展へのエントリー）自治体 宜野湾市3課・

沖縄市6課
障がい福祉課・保護課・
教育委員会・市民協働推

進課

地域福祉法人・団体
社会福祉協議会・民生委員児
童員・中部市町村会・児童デ

イサービス

自治会・地域団体
子ども会・放課後児童教室・
こどもの居場所・PTA

周知・募集協力
個別募集の協力

周知・募集協力
個別募集の協力・
サポーター参加

周知・募集協力
個別募集の協力・メンター・
サポーター参加 おきなわ クラブ運営協議会ICT 12



講座について ３ 課外活動

令和2年2月１５・16日

第42回 沖縄青少年科学作品展
開催場所：浦添市民体育館

キャリアパスの場として、児童が、科学展にて研究室
での成果を発表する。
製作したロボットについてのポスターセッションと、
走行デモンストレーション予定。

協力 株式会社 沖縄電力
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講座内容 １回目 １０時～１６時

オリエンテーション「ロボットとは？」

ロボット基本モデル製作(設計の考え方、材料プラスチック
段ボールの基本的な使い方）

マイクロコントローラの動作確認とプログラミング入門

最終ミッションの発表とロボットの設計

児童向け講座の内容

講座内容 ２回目 １０時～１６時

最終ミッションに向けたロボットの製作

製作と動作テスト、調整作業、発表の準備
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・ロボットボディは安価なプラスチック段ボール
で製作。
• ・ 自律型ロボットの製作を通して論知的思考力や、問題解決力を
高めることを目的としているため、「教えない教室」をコンセプト
とした。

• ・テキストはなく、プログラミング時のコマンド表のみ配布。

• ・プログラミング指導時は、スライドにて説明をし、児童に筆記し
てもらう方法とした。

• ・ロボットのボディ設計は、サンプルはなく自由に設計。

• ・他、材料は電源BOX、USBケーブル、モーター２基、ジャンパー
４本、ウィル(車輪)２個のセットを一人１セット配布。貸し出しと
した。



メンター講座の様子

多様なバックグラウンドの方々が参加
・PTA・子ども会・学校講師・教育関係者・エンジニア・福祉関係等
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